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現在、商用化に向けて多くのプロジェクトが進行してい
る洋上風力発電施設において、長期間係留時に係留鎖が
どのように摩耗腐食していくかを予測することは、設計
を行うにあたり非常に重要な要素となっています。事前
の材料試験から得た物性値を用いて、以降は数値シミュ
レーションから摩耗量推定を可能とする定量的な推定手
法や、摩耗による係留鎖の経年劣化を考慮した耐久性評
価手法について研究を行っています。これらの実現によ
り、これまで経験的知見により行ってきた保守点検の効
率化や係留鎖安全性の事前検討が可能となります。
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